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演技コースの実技試験用に着替える部屋はありますか？
特に着替えは必要とせず，動きやすい普段着で構いません。（更衣室は設けません）

実技試験に要する時間を教えてください。
演技コースの受験生は，面接試験等の待ち時間も含め，ほぼ半日から一日の間拘束されます。
一連の実技試験を同じ会場で通して行い，練習を最低10分はしていただきます。試験の所要時間は５分以内です。

美術学科
美術学科の特徴を教えてください。
１年次前期に13科目の中から各専攻の枠を超えて自ら授業を組み立てることです。また東京五美術学展（国立新美術館）や
外部でも発表を積極的に行っています。

絵画コースに日本画の授業はありますか？
本学科では日本画の授業は開講していません。

趣味として絵を描いていたぐらいで合格できますか。
高度なものが要求されますから，趣味程度では合格は困難です。

絵画コースの「油彩による静物画」の出題のねらいを教えてください。
毎年，出来る限りオーソドックスな出題を心掛けています。限られた時間で，基本的な描写力・構成力・色彩感覚をみるこ
とが目的です。

「デッサン」の出題のねらいを教えてください。
一人ひとりが顔の形が違うように，その人の持っている感性もそれぞれです。実技試験では，表面的な技術よりも，感性に
重きを置いてみています。

音楽学科
受験曲目の届出は，いつ行うのですか？
音楽学科受験生は，全員，「受験曲目届」を指定された期日までに提出し，自分の受験曲目を届け出なければなりません。詳
細については「入学試験要項」で確認してください。

情報音楽コースについて教えてください。
情報音楽コースでは，音楽に実験実証の手法を取り入れ，その実用性を追求しています。
従来，音楽は「演奏家が楽曲を演奏して，聴衆がそれを聞く」のが普通でした。つまり，私達は優れた作曲家や演奏家の感
性を頼りにして音楽を享受していたわけです。しかし，人間科学や脳生理学の進歩に伴い，人間の感性についても科学的な
解析が可能になっています。
本コースでは，音楽を構成する諸要素（旋律や和音，音色やリズム）を数値として取り出すとともに，その心理反応を測定
機などを使って測定し，コンピュータによる分析や解析を行い，その効果の実証をめざします。そして，その結果を音楽作
品や演奏に役立たせると同時に，新しい音楽分野への適用を研究しています。

情報音楽コースの一般入学試験〈第１期〉の実技試験「演奏またはソルフェージュ」では，どのようなジャンルの楽
器や歌が多く選ばれるでしょうか。また，電子楽器の使用はどの程度認められるのでしょうか。
情報音楽コースの「演奏」試験で，多くの受験生はピアノ演奏で受験していますが，歌唱やヴァイオリン，トランペットな
どのクラシック楽器，フォークギターやドラムなどのポピュラー楽器，尺八，笙などの邦楽器，ジャンベなどの民族楽器で
受験する方もいます。電子楽器での受験者も多く，エレキギター，エレクトーン，シンセサイザー，ターンテーブルなどで
受験しています。演奏のジャンルや楽器によって得点に差が出ることはありませんが，自分の音楽性を十分に発揮できる楽
器選択や曲目選択が重要です。
演奏については，基本的には独奏となります。ただし，歌唱の場合は大学で伴奏者を用意していますが，弾き語りも可能です。
曲目に関しては，器楽ではソナタレベル，歌唱では歌曲，アリアが中心ですが，高等学校教材レベルの曲目やポピュラー音
楽の演奏でも合格は可能です。無理をして高いレベルの曲の演奏ができれば良いということではなく，あくまでも自分の音
楽性を十分にアピールできる曲を選択すると良いでしょう。
時間については，これまでの平均では，歌唱では３〜５分程度，器楽では３〜10分程度の曲目となっていますが，特に決ま
りはありません。長い場合には途中で演奏を中止とすることもありますが，減点はされません。

課題曲はいつごろ決まりますか？また講習会はありますか？
課題曲は５月中旬に決まります。なお入試案内の「音楽学科入学試験実技課題曲案内」にも掲載しています。また，音楽学
科志望者を対象とした受験準備講習会を夏期，冬期の年２回開催しています。毎年受験希望者の約４割が参加していますが，




